
～未来を拓く「大人になるための学校」：感謝の心で「あいさつ・返事・あとしまつ」夢・希望～
学校だより （No.７） わった～自慢の東中 令和２年１１月２６日 （木）

勉強・友達・健康「一動一進」 西原町立西原東中学校 校長

自立貢献 仲間と磨き、熱中・夢中・東中

た
だ
き
、
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な

が
る
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回

は
恐
縮
な
が
ら
三
学
年
保
護

コ
ロ
ナ
禍
で
例
年
通
り
の

実

施

が

困

難

と

な

り

ま

し

た
。
実
施
す
ら
も
見
送
る
学

校
も
あ
る
中
、
学
校
行
事
を

成
功
裏
に
終
え
た
い
と
願
う

生
徒
と
先
生
方
の
思
い
が
、

工
夫
を
生
み
、
制
限
を
乗
り

越
え
て
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

密
を
避
け
る
た
め
の
学
年
分

散
実
施
、
歌
う
側
も
聞
く
側

も
規
定
の
距
離
を
保
ち
、
発

声
と
は
真
逆
の
マ
ス
ク
着
用

も
。
そ
れ
で
も
生
徒
達
は
、

日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
る

中
、
学
級
内
で
話
し
合
い
、

団
結
心
を
高
め
本
番
を
迎
え

ま
し
た
。

日
程
最
終
日
の

日
は
三
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学
年
の
演
奏
日
。
各
学
年
の

演
奏
の
様
子
は
録
画
さ
れ
、

各

学

級

で

鑑

賞

さ

れ

ま

し

た
。
校
外
か
ら
審
査
員
と
し

て
お
招
き
し
た
ソ
プ
ラ
ノ
歌

手
の
中
松
あ
か
り
様
か
ら
は

「
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
参
加
し
た
学
校

の

中

で

も

一

番

の

出

来

。
」

と
感
動
が
伝
わ
る
好
評
を
い

第
一
回
学
校
評
議
員
会
・
学

校
関
係
者
評
価
委
員
会
が

月
11

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

11の
日
は
授
業
参
観
日
で
も
あ
り
、

委
員
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
の
授

業
の
様
子
も
ご
参
観
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
会
は
地
域
の
方

や
保
護
者
か
ら
学
校
の
取
組
に

対
す
る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
賜

り
、
今
後
の
改
善
に
行
か
そ
う

と
す
る
も
の
。
委
員
か
ら
は
本

校
の
課
題
に
対
す
る
助
言
や
地

域
の
人
材
や
組
織
の
力
が
学
校

を
よ
り
よ
く
で
き
そ
う
だ
と
の

意
見
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
感
染
防
止

県
内
の
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
増

加
に
伴
い
緊
張
感
が
高
ま
っ
て

お
り
ま
す
。
本
校
で
も
学
校
行

事
の
開
催
だ
け
で
な
く
、
日
常

の
学
校
生
活
の
中
で
も
職
員
間

で
声
を
掛
け
合
い
、
感
染
防
止

策
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
学
校
の
児
童
･

生
徒
が
自
ら
考
え
、
コ
ロ
ナ
感

染
防
止
策
を
実
践
す
る
よ
う
す

が
、
新
聞
等
の
報
道
で
も
伝
え

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
校
で
も

生
徒
会
主
催
の
行
事
の
み
な
ら

ず
、
日
ご
ろ
の
学
校
生
活
の
中

に
お
い
て
も
ポ
ス
タ
ー
等
を
利

用
し
て
感
染
防
止
を
呼
び
か
け

る
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
は
、
必
要
性
を
理
解
し

自
分
と
人
を
守
る
た
め
の
行
動

を
実
践
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

感
染
防
止
策
の
中
で
も
マ
ス

ク
着
用
が
重
要
と
の
認
識
で
、

ご
家
庭
で
も
引
き
続
き
感
染
防

止
対
策
を
ご
継
続
く
だ
さ
い
。

月
６
日
。
三
年
生
を
対
象

11に
進
路
講
演
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
講
師
に
県
立
埋
蔵

文
化
セ
ン
タ
ー
職
員
で
地
域

の
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
の
指
導
も
手
が
け
る
髙

良
翔
太
さ
ん
を
お
招
き
し
、

命
、
夢
の
二
本
テ
ー
マ
で
講

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
身

体
の
ハ
ン
デ
を
も
の
と
も
せ

ず
、
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
、

希
望
を
叶
え
て
い
く
髙
良
さ

ん
の
お
話
に
生
徒
は
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

受
験
前
の
生
徒
に
は
勇
気

と
力
を
与
え
て
く
れ
る
講
話

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

生
徒
会
役
員
選
挙

次
期
生
徒
会
役
員
を
選
出

す
る
生
徒
会
役
員
選
挙
の
告

示
を
受
け
て
会
長
席
に
２
名
、

副
会
長
席
に

名
が
立
候
補
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し
ま
し
た
。

日
か
ら
は
選

24

挙
運
動
が
ス
タ
ー
ト
。
生
徒

会
執
行
部
の
リ
ー
ド
で
朝
の

あ
い
さ
つ
運
動
に
参
加
し
、

た
す
き
掛
け
の
立
候
補
者
が

登
校
す
る
生
徒
に
声
を
か
け

て
い
ま
す
。
立
候
補
者
に
は

そ
れ
ぞ
れ
一
名
の
推
薦
人
が

つ
き
一
緒
に
投
票
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
給
食
時
間
の

校
内
放
送
で
は
、
立
候
補
者

者
の
み
の
参
観
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
参
観
者

か
ら
も
お
褒
め
の
お
言
葉
を

い
た
だ
き
、
共
に
思
い
を
共

有
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
も

生
徒
の
活
躍
を
喜
び
合
い
、

「
ウ
ル
ッ
と
き
た
」
「
取
組
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
全
て
最
高
」

「
幸
せ
な
時
間
を
あ
り
が
と

う
」
「1000

点
満
点
の
出
来
」

な
ど
大
絶
賛
の
評
価
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
音
響
の
整
わ

な
い
体
育
館
で
の
歌
声
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
素
晴
ら
し
い

合
唱
で
し
た
。

【
金
賞
受
賞
学
級
】

３
年
２
組
・
３
組
・
５
組

２
年
２
組
・
４
組

１
年
５
組
・
６
組

毎
年
恒
例
の
生
徒
会
行
事

「
東
中
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
生
徒
会
主
催
で
自
治

や
自
主
の
力
を
育
む
場
と
し

て
定
着
し
て
い
ま
す
。
生
徒

は
み
ん
な
が
楽
し
め
る
催
し

に
し
よ
う
と
長
い
時
間
を
か

け
て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。

中
枢
は
生
徒
会
執
行
部
。
各

種
委
員
会
に
必
要
な
役
割
を

担
っ
て
も
ら
い
、
生
徒
会
全

月

日
、
今
年
度
の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
日
程
が
終
了
し
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ま
し
た
。
マ
ス
ク
着
用
等
の
制
限
が
あ
る
中
、
生
徒
と
先
生
方

が
心
を
一
つ
に
し
て
感
動
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響
か
せ
ま
し
た
。

体
で
企
画
し
運
営
し
ま
し
た
。

節
度
あ
る
催
し
に
す
る
た
め

出
演
者
は
事
前
オ
ー
デ
ィ
シ

ョ
ン
を
通
過
し
た
団
体
で
す
。

進
行
役
は
シ
ナ
リ
オ
持
参
で

ム
ダ
な
く
舞
台
を
進
行
し
ま

し
た
。
万
全
の
準
備
に
よ
り
、

生
徒
も
先
生
方
も
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
特
に
今
回
は
コ

ロ
ナ
感
染
防
止
策
に
も
余
念

が

無

く

、
「

仕

事

を

任

せ

ら

れ
る
生
徒
達
」
と
の
感
想
を

持
つ
と
と
も
に
生
徒
会
を
頼

も
し
く
思
い
ま
し
た
。
今
後

も
良
き
伝
統
を
継
承
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

の
演
説
が
あ
り
、
立
候
補
の
理

由
や
公
約
を
堂
々
と
述
べ
て
い

ま
す
。
投
票
日
は
今
月

日
。
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　２ 水 生徒会役員引継式

　４ 金 生徒会交流球技大会

　７ 月 エイズ特設授業

　９ 水 朝の読み聞かせ

１１ 金 食育講演（３学年）

１５ 火 三者面談（～１８日）

２３ 水 学年朝会

２４ 木
クリーンタイム

三学年期末考査（技能教科）

２５ 金 二学期前半終了

裏
面
に
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
、
大
会
で
の
表
彰
対
象
を
紹
介
。

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
画
像
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。



沖
縄
県
愛
鳥
週
間

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

主
催

沖
縄
県

沖
縄
県
全
島
緑
化
県
民
運
動

ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

主
催

沖
縄
県
・

沖
縄
県
全
島
緑
化
県
民
運
動
推
進
会
議

優秀賞 １年 﨑山陽生 優秀賞 ３年 鳥谷梓葉入選 ３年 﨑山翔生

入選 １年 鳥谷梨月佳作 １年 三盛洋子佳作 ２年 又吉愛渚優秀 ３年 新川真子

第

回
全
琉
小
・
中
・
高
校

68
図
画
･
作
文
･
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者

主
催

沖
縄
タ
イ
ム
ス
社

中
学
一
年

優
秀
賞

平
山
義
大

根
川
大
輝

中
学
二
年

優
良
賞

城
間
陽

呉
屋
花
音

新
里
琴
美

我
如
古
紗
椰

中
学
三
年

優
良
賞

根
川
あ
か
り

令
和
２
年
度
沖
縄
県

中
学
生
卓
球
選
手
県
大
会

主
催

沖
縄
県
卓
球
協
会

女
子
共
通
の
部

優
勝

２
年

嘉
陽
田
澪

男
子
共
通
の
部

３
位

２
年

桃
原
弘
斗

女
子
一
年
生
の
部

３
位

１
年

井
出
葵

中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

主
催

北
那
覇
青
色
申
告
納
税
貯
蓄
組
合
・

北
那
覇
税
務
署

（
公
社
）
全
国
法
人
会
総
連
合
会
長
賞

３
年

外
間
凜

西
原
町
長
賞

３
年

玉
那
覇
琉
菜

西
原
町
教
育
長
賞

３
年

平
安
名
秋

沖
縄
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

３
年

糸
数
梨
乃

３
年

金
城
穂
伽

北
那
覇
青
色
申
告
納
税
貯
蓄
組
合
佳
作

３
年

滿
井
美
姫

沖
縄
県
青
少
年
保
護
育
成
条
例

第
８
条
表
彰

主
催

沖
縄
県

地
域
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
模
範
的
活
動
に
よ
る

善
行
青
少
年
個
人
の
部

３
年

玉
那
覇
麻
侑

中
頭
地
区
南
ブ
ロ
ッ
ク

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優
勝

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

中
頭
地
区

新
人
総
合
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

３
位２

年

末
吉
和
奈

２
年

川
満
咲
来

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
画
像
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

カ
ラ
ー
版
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
学
校
便
り
画
像
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


